
商品開発・販売

岩手町に戻ってこれまで親の世代が大切に守ってきた家や
耕作地、自然環境を維持継承したいと考えてはいましたが、
中学卒業後から実家から離れて生活し、関東で研究職に就
いてきたこと、家族（6人）の移住となることから、現在
の家業（畜産）にいきなり飛び込むのは難しい現状があり
ました。そんな時に家族から「しごとクリエイター（地域
おこし協力隊）」の話を聞き、これまでの経験を生かした
新しい仕事づくりのきっかけと家族の移住の問題を解決で
きるのではと思い応募しました。

【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（Facebook）https://facebook.com/sasawshi

私はこれまで再生・細胞医療の開発や製造受託を手掛ける
ベンチャー企業の研究所で働いてきました。
これまでの経験から普段目に見えない世界で活躍する細胞
やいきものを取り扱うノウハウを活かし、今回地域おこし
協力隊として岩手町に根付く発酵にかかわる微生物の探索
と発酵食品の開発を通じて地域活性化に貢献したいと考え
ています。任期後は開発商品をもとに岩手町に拠点を置く
事業主として自立を目指します！

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●「食」「健康」「地域特性」に関連する地域産業創出」
岩手町に根付く発酵にかかわる微生物の探索と発酵食品の開発を通じて地域
活性化に貢献したいと考えています。任期中に開発を目指す商品は岩手町産
ビール（または発泡酒）です。岩手町には北上川の源泉をはじめとする水源、
ホップ生産の歴史、麦を育てることができる土壌があり岩手町産のビールを
開発できる条件は整っていると思います。また、お酒という観点以外にも
ホップの食欲増進作用、鎮静作用、催眠作用、抗菌作用といった副次的な効
果をアピールできる商品開発をしていきたいと考えています。

岩手県岩手町 笹渡 繁巳

【年 齢】
44歳

【出身地】
岩手県 岩手町

【転出元】
神奈川県 横浜市

【前 職】
会社員

【活動時期】
R４.９～ R７.8

（１年目）


	スライド番号 1

